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01.川沿いの桜並木から 02.町から木と土の営みを発信する

　対象敷地は宮城県大河原町の駅からほど近
い場所に位置する空き地であり、有名な一目
千本桜のコースである。市街地であり、桜ま
つりの際には多くの観光客で賑わうこの道に
面して計画することで、町における自然との
向き合い方を発信する住宅となる。

　商品化住宅が建ち並ぶ市街地で私たちは自然と
共に生きる豊かさを忘れてしまった。そこで木と
土がライフサイクルという循環の中に密に関わる
ことで、人は町中でも豊かな暮らしを築くことが
できるのではないだろうか。環境に配慮した資源
の循環はもちろん重要であるが、もっと身近な生
活の中に生まれる循環を考えてみる。

03.衣替えする住まい 04.時の流れに沿う

05.1 階平面図 (S=1:100)

　木の持つヒーリング効果や季節による変化、木漏れ日や風に擦れる音が家の中でも感
じ取れるプラン、大地を踏みしめる感触や生命が支えられている感覚が家の中でも感じ
られるプランを模索した結果、自分たちで領域を獲得しながら大地の上を動き回るよう
な可変性と回遊性の両方が混在する計画とした。そうして生まれる暮らしが町に表出す
ることによって人々は幼い頃の木と土に囲まれて遊んだ記憶を思い出すだろう。

通り土間で遊ぶ子供達を見守る 天気のいい日は外でランチタイム畑で採れた野菜を保存する たまには家族全員で模様替え

　住宅の衣替えを可能にする建材を 4つ提案する。今回は S造を採用し、木
材だけではなくあえて工業製品を溶け込ませることで、市街地における工業と
自然の結び付きを目指している。1つは縦ログ材による壁を用いる。県南の豊
富な木材を使用し、可変性と耐震性の高い縦ログ材を用いることで、プラン変
更後の再利用を容易にする。鉄骨のフレームをベースに縦ログ材の他にはカー
テンと寒冷紗が家をやさしく包み込む。カーテンは視線を遮る機能だけでなく、
外と内を緩やかに繋ぐ自由度の高い建材と捉え、仕切りやオーニングとしても
使用する。また住み手によって、色々な模様のカーテンが家を個性溢れるもの
へと変身させてくれる。4つ目はメタルラスによる風と光が抜ける壁である。
　これらの素材は一度使ったら終わりではなく、衣替えをするたびにその場所
や役割が変化し循環を続けてゆく。

2人の趣味部屋を確保するた
め領域を拡張しているが、カー
テンを開けることによって休
日はみんなの家となる。
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子供部屋が設けられ、木には
ブランコが取り付けられた。
プライベートな領域が増えつ
つも、時には町にひらく。

2人にとって必要な生活領域
が狭くなる代わりに、老後の
楽しみとしてのガーデニング
とDIY のスペースが増えた。
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敷地面積：313.5 ㎡

延べ面積：199.0 ㎡

土間を通って他の

部屋に移動する

ゲストも泊まれる

小さな和室

雨や日差しが差し込む

半屋外空間

カーテン

ポリカーボネート

縦ログ壁

メタルラス

木と共に家族が

くつろぐ

天気のいい日は

外でご飯を食べる
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畑

畑で自家製の野菜を

育てる

寒冷紗

鉄骨のフレームをグリッド状に配置しつつも、それ
ぞれの領域が重なって視界が抜ける空間とした。
通り土間は部屋を横断するように配置し、人々は大
地を踏みながらそれぞれの部屋を行き来していく。
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